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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 7,539 △10.8 58 ― 64 ― 13 ―
22年3月期第3四半期 8,453 △13.2 △308 ― △336 ― △556 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 224.05 222.70
22年3月期第3四半期 △8,932.68 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 5,707 4,651 81.4 74,448.19
22年3月期 6,038 4,692 76.6 74,190.82

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  4,648百万円 22年3月期  4,625百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,380 △9.2 130 ― 131 ― 137 149.5 2,194.87



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「2.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 62,442株 22年3月期  62,358株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  8株 22年3月期  8株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 62,413株 22年3月期3Q 62,244株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

売上高 

 当第３四半期連結会計期間（10－12月）の売上高は、前年同期比8.0％減の2,578百万円となりました。減収の主な

要因は連結子会社の減少によるもので、前連結会計年度まで事業の「選択と集中」を進めてきた結果となります。そ

うした状況の中、利益に貢献する広告商品の販売（メディア事業）が復調傾向を持続するなど、売上構成面から収益

性を改善することができました。 

 メディア事業におきましては、ポータルTOPページの広告商品が年末商戦の時期に合わせて堅調に推移するととも

に、これまでの広告代理店経由の販売に加えて、アドネットワークを活用するなど販売活動の効率化・最適化を図り

ました。これらにより当セグメントの売上高は988百万円となりました。第１四半期連結会計期間及び第２四半期連

結会計期間の売上高は、それぞれ856百万円、905百万円で、売上水準の回復に向けて前進することができました。 

 コンシューマーサービス事業につきましては、婚活サービスの料金改定（女性の有料化等）や電話占いサービスの

利用者増によって、それぞれ売上を伸ばしました。しかし一方で、前年度をもって不採算のオンラインゲーム事業を

終了したことが減収要因となっております。これらの結果、当セグメントの売上高は1,590百万円となりました。第

１四半期連結会計期間及び第２四半期連結会計期間の売上高は、それぞれ1,612百万円、1,586百万円で、売上水準は

横ばいの状況となっております。 

  

営業利益又は営業損失 

 当第３四半期連結会計期間において、営業損益が黒字化いたしました。連結子会社の減少による影響があるもの

の、当第３四半期連結会計期間は、オンラインゲームや音楽関連の不採算事業の見直したことによって売上原価の減

少幅（前年同期比287百万円減）が売上高の減少幅（同225百万円減）を上回る状況となり、売上総利益が前年同期に

比べ62百万円増加し1,013百万円となりました。 

 また、不採算事業からの撤退や子会社の減少による効果として、人件費や販売促進費をはじめとする諸経費の削減

が進んだほか、平成22年9月に本社事務所を移転したことで事務所家賃が大幅に減少しました。以上の結果、当第３

四半期連結会計期間は135百万円の営業利益を計上することができました。前年同期の166百万円の営業損失から302

百万円の改善となります。 

 セグメント別では、メディア事業につきましては、広告収益の回復基調を維持し、またスマートフォンブームの恩

恵もあり、147百万円の営業利益（セグメント利益）となりました。第１四半期連結会計期間及び第２四半期連結会

計期間の営業利益（セグメント利益）は、それぞれ30百万円、69百万円で、増益のペースを守ることができました。

 コンシューマーサービス事業につきましては、婚活サイトや電話占いといったオリジナルサービスの伸長により収

益性が向上したほか、インターネット接続サービスにおけるコスト削減が進みました。また、オンラインゲーム事業

からの撤退がプロモーション費用の大幅な削減につながり、増益に寄与しました。これらにより当セグメントの営業

利益（セグメント利益）は174百万円となりました。第１四半期連結会計期間及び第２四半期連結会計期間の営業利

益（セグメント利益）は、それぞれ146百万円、157百万円で、堅調な推移となっております。 

  

報告セグメントごとの売上高及び営業利益又は営業損失 

                                          （単位：百万円）  

（注）１．第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しているため、前年同期の数値及び比較については記載を省略しており

ます。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  
第１四半期 

連結会計期間 

第２四半期 

連結会計期間 

第３四半期 

連結会計期間 

 売上高:  

  メディア事業 856 905 988 

  コンシューマーサービス事業 1,612 1,586 1,590 

 合計（四半期連結損益計算書計上額） 2,468 2,492 2,578 

   

 セグメント利益（営業利益／損失）:  

  メディア事業 30 69 147 

  コンシューマーサービス事業 146 157 174 

  調整額（管理部門の費用等） △245 △236 △186 

 合計（四半期連結損益計算書計上額） △68 △8 135 



２．各セグメントの主要なサービス 

  メディア事業：ポータルサイト運営、コンテンツ配信（音楽ファンサイトを含む）等 

  コンシューマーサービス事業：コミュニケーションサービス、プロバイダー事業等 

３．調整額の主な内容は、事務所家賃及び管理部門に係る費用です。 

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益又は営業損失と調整を行っております。  

  

四半期純利益 

 当第３四半期連結会計期間は、持分法による投資損失を10百万円計上したほか、貸倒引当金繰入額10百万円を特別

損失として計上しました。これらの結果、四半期純利益は116百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末から330百万円減少し5,707百万円となりました。資産

規模が縮小している要因の一つに連結子会社の減少が挙げられますが、それ以外の主な増減は次のとおりです。 

 売掛金が、前連結会計年度末から251百万円減少し1,748百万円となりました。クレジットカード払いの有料サービ

スにおいて決済期間が短縮されたことが減少の要因となっております。  

 資金運用に親会社のグループファイナンス制度を利用しており、その額（関係会社預け金）は1,500百万円を維持

しております。 

 投資その他の資産は、前連結会計年度末から46百万円増加して683百万円となりました。投資有価証券が44百万円

増加しておりますが、これは第２四半期連結会計期間における取引先会社の株式の取得等によるものであります。 

 負債につきましては、買掛金が前連結会計年度末から161百万円減少し474百万円となりました。このほか、リース

料の支払いによってリース債務が流動負債分と固定負債分を合わせて112百万円減少しております。 

 純資産は前連結会計年度末から40百万円減少し4,651百万円となりました。当第３四半期連結累計期間で黒字化し

13百万円の四半期純利益を計上したことで、利益剰余金のマイナス幅が縮小し、その残高は△2,247百万円となりま

した。一方、連結子会社の譲渡に伴い少数株主持分が63百万円減少しました。 

 自己資本比率は前連結会計年度末から4.8ポイント増加し81.4％となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

営業の提案力及び企画力の強化並びにコストコントロールの徹底によって第３四半期までの業績回復は順調に推移し

ておりますが、第４四半期（１－３月期）は、メディア事業における広告需要の季節的要因が比較的大きい時期でも

あり、また、力強さに欠けるわが国の経済環境は先行きの不透明さを拭いきれません。こうした状況を踏まえ、通期

の見通しは、前回予想の水準と大きく変わらないものと考えております。 

 なお当社は、平成23年１月14日に「業績予想の修正に関するお知らせ」を発表しております。投資有価証券の売却

による特別利益の計上に伴い、当期純利益の業績予想を修正いたしました。併せてご確認ください。 

  



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを基本とし、経営環境等の変化による重要な影響を加味した方法に拠っております。 

②特有の会計処理 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、重要な加減算項目

や税額控除項目を考慮して税金費用を算定しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。これにより、営業利益及び経常利益がそれぞれ 千円減少し、税金等調整前四半期純利益が

千円減少しております。  

２．その他の情報

4,842

73,129



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,625,511 1,547,176

売掛金 1,748,303 1,999,615

原材料及び貯蔵品 1,038 1,502

関係会社預け金 1,500,000 1,500,000

その他 54,181 180,433

貸倒引当金 △13,273 △4,205

流動資産合計 4,915,761 5,224,522

固定資産   

有形固定資産 46,848 62,586

無形固定資産 61,545 114,739

投資その他の資産   

投資有価証券 436,243 392,082

その他 325,236 323,472

貸倒引当金 △77,952 △78,792

投資その他の資産合計 683,526 636,762

固定資産合計 791,920 814,088

資産合計 5,707,681 6,038,610

負債の部   

流動負債   

買掛金 474,534 636,485

リース債務 101,426 127,312

未払法人税等 9,302 19,658

賞与引当金 60,718 69,957

その他の引当金 13,376 907

その他 351,267 364,029

流動負債合計 1,010,626 1,218,350

固定負債   

リース債務 34,707 121,310

繰延税金負債 10,169 5,185

その他 563 1,761

固定負債合計 45,440 128,257

負債合計 1,056,066 1,346,608

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,232,900 3,232,235

資本剰余金 3,653,782 3,653,117

利益剰余金 △2,247,761 △2,261,745

自己株式 △4,830 △4,830

株主資本合計 4,634,091 4,618,777

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 14,006 7,019

評価・換算差額等合計 14,006 7,019

新株予約権 3,517 3,119

少数株主持分 － 63,085

純資産合計 4,651,615 4,692,002

負債純資産合計 5,707,681 6,038,610



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 8,453,102 7,539,084

売上原価 5,496,065 4,742,507

売上総利益 2,957,037 2,796,576

販売費及び一般管理費 3,265,715 2,738,192

営業利益又は営業損失（△） △308,678 58,384

営業外収益   

受取利息 7,590 9,802

受取配当金 2,341 3,905

その他 2,343 3,531

営業外収益合計 12,275 17,239

営業外費用   

支払利息 10,317 3,954

持分法による投資損失 23,974 1,522

その他 6,156 5,582

営業外費用合計 40,448 11,059

経常利益又は経常損失（△） △336,851 64,563

特別利益   

投資有価証券売却益 14,401 －

新株予約権戻入益 499 －

固定資産売却益 1,394 60,563

その他 1,059 9,310

特別利益合計 17,354 69,874

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 68,286

事務所移転費用引当金繰入額 － 22,894

固定資産除却損 2,229 1,495

減損損失 163,287 1,482

投資有価証券評価損 966 5,313

リース解約損 276 －

関係会社整理損 1,590 －

賃貸借契約解約損 3,120 －

和解金 3,700 －

貸倒引当金繰入額 － 10,206

その他 0 6,195

特別損失合計 175,169 115,873

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△494,666 18,564

法人税、住民税及び事業税 40,400 4,581

法人税等調整額 △6,113 －

法人税等合計 34,286 4,581

少数株主損益調整前四半期純利益 － 13,983

少数株主利益 27,057 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △556,010 13,983



（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 2,803,890 2,578,229

売上原価 1,852,309 1,564,482

売上総利益 951,580 1,013,747

販売費及び一般管理費 1,118,276 878,338

営業利益又は営業損失（△） △166,696 135,408

営業外収益   

受取利息 3,353 3,252

受取配当金 1,497 1,527

その他 704 334

営業外収益合計 5,554 5,113

営業外費用   

支払利息 2,448 1,176

持分法による投資損失 1,091 10,308

その他 702 434

営業外費用合計 4,242 11,918

経常利益又は経常損失（△） △165,383 128,603

特別利益   

固定資産売却益 7 －

役員賞与引当金戻入額 8,640 －

特別利益合計 8,647 －

特別損失   

固定資産除却損 2,195 849

減損損失 146,038 －

貸倒引当金繰入額 － 10,206

その他 276 －

特別損失合計 148,509 11,056

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△305,246 117,547

法人税、住民税及び事業税 8,457 1,524

法人税等合計 8,457 1,524

少数株主損益調整前四半期純利益 － 116,023

少数株主利益 4,272 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △317,976 116,023



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△494,666 18,564

減価償却費及びその他の償却費 113,589 54,727

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 68,286

株式報酬費用 665 397

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,036 10,438

引当金の増減額（△は減少） 47,254 23,238

受取利息及び受取配当金 △9,932 △13,708

支払利息 10,317 3,954

持分法による投資損益（△は益） 23,974 1,522

新株予約権戻入益 △499 －

固定資産売却損益（△は益） － △60,563

固定資産除却損 2,229 1,495

リース解約損 276 －

減損損失 163,287 1,482

投資有価証券売却損益（△は益） △14,401 －

投資有価証券評価損益（△は益） 966 5,313

関係会社整理損 1,590 －

賃貸借契約解約損 3,120 －

売上債権の増減額（△は増加） 154,435 11,724

たな卸資産の増減額（△は増加） △966 463

その他の流動資産の増減額（△は増加） 19,136 24,755

仕入債務の増減額（△は減少） △121,748 7,466

未払金の増減額（△は減少） △87,118 53,348

預り金の増減額（△は減少） 17,439 21,256

その他の流動負債の増減額（△は減少） 13,964 85,113

その他 3,009 △3,046

小計 △144,039 316,233

利息及び配当金の受取額 6,641 8,981

利息の支払額 △10,317 △3,954

リース解約損の支払額 △276 －

法人税等の支払額 △26,283 △6,115

法人税等の還付額 144 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △174,130 315,145



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △38,525 △15,815

無形固定資産の取得による支出 △119,638 △24,519

無形固定資産の売却による収入 19,237 118,291

投資有価証券の取得による支出 △285,191 △39,026

投資有価証券の売却による収入 14,401 －

敷金及び保証金の差入による支出 △55,947 △82,581

敷金及び保証金の回収による収入 7,546 5,324

関係会社預け金の預入による支出 － △1,500,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

17,338 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

－ △105,012

資産除去債務の履行による支出 － △3,183

その他 1,277 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △439,500 △1,646,521

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 4,602 1,330

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △219,584 △91,618

少数株主への払戻による支出 △145,155 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △360,137 △90,288

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △973,768 △1,421,664

現金及び現金同等物の期首残高 3,636,644 3,047,176

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,662,875 1,625,511



該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

（単位：千円） 

  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

（単位：千円） 

（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要なサービス等の名称 

事業区分は、サービスの内容及び特性を考慮して区分しております。 

２．事業区分の変更 

 前連結会計年度では、金融サービス事業を区分表示しておりましたが、前連結会計年度末までに金融

サービス事業より撤退いたしました。 

３．固定資産の減損損失の計上 

 当第３四半期連結累計期間において、固定資産について減損損失を計上しました。第３四半期連結累

計期間での各セグメントの資産の減少額は、メディア事業で32,822千円、エンタテインメント事業で

25,887千円、消却又は全社の資産で104,577千円となっております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  メディア事業
エンタテイン
メント事業 

その他事業 計 消去又は全社 連結 

売上高及び営業損益             

(1)外部顧客に対する売上高  694,966  2,086,994  21,928  2,803,890  －  2,803,890

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  694,966  2,086,994  21,928  2,803,890  －  2,803,890

営業利益又は営業損失（△）  △46,816  △19,317  4,611  △61,522  △105,174  △166,696

  メディア事業
エンタテイン
メント事業 

その他事業 計 消去又は全社 連結 

売上高及び営業損益             

(1)外部顧客に対する売上高  2,154,057  6,150,665  148,378  8,453,102  －  8,453,102

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  2,154,057  6,150,665  148,378  8,453,102  －  8,453,102

営業利益又は営業損失（△）  △117,882  125,073  12,489  19,680  △328,358  △308,678

事業区分 主要なサービス 

メディア事業 広告、検索連動型広告等 

エンタテインメント事業 
コミュニティーサービス、オンラインゲーム、音楽コンテンツ

配信、インターネット接続サービス等 

その他事業 Ｅコマース、新規事業等 



〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、サービスの種類別に２つの事業本部を置き、それぞれ事業特性に応じた活動を展開しております。 

したがって、当社は、事業本部を基礎としたセグメントから構成されており、「メディア事業」、「コンシュ

ーマーサービス事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「メディア事業」は、ポータルサイト運営をはじめ、様々な情報を提供することでインターネット上のメディ

アとしての活動を展開しております。「コンシューマーサービス事業」は、インターネット接続サービスやコミ

ュニケーションサービス等を提供しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日  至平成22年12月31日） 

（単位：千円）

（注）１.セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日  至平成22年12月31日） 

（単位：千円）

（注）１.セグメント利益の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用 千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

 報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額 
（注）２ メディア事業

コンシューマー

サービス事業 合計  

売上高           

外部顧客への売上高  2,749,900  4,789,184  7,539,084 －  7,539,084

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計  2,749,900  4,789,184  7,539,084 －  7,539,084

セグメント利益  247,847  478,920  726,767  △668,383  58,384

△668,383 △668,383

  

 報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額 
（注）２ メディア事業

コンシューマー

サービス事業 合計  

売上高           

外部顧客への売上高  988,057  1,590,172  2,578,229 －  2,578,229

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計  988,057  1,590,172  2,578,229 －  2,578,229

セグメント利益  147,561  174,457  322,019  △186,610  135,408

△186,610 △186,610



（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

   

該当事項はありません。  

   

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



（１）売上区分別の販売実績 

 ① 四半期連結累計期間 

  

 ② 四半期連結会計期間 

   

４．補足情報

区分 

前第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 

  至 平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自 平成22年４月１日 

  至 平成22年12月31日） 

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 

広告  1,946,623 23.0%  1,316,540 17.5% 

課金コンテンツサービス  2,473,239 29.3%  2,008,485 26.6% 

フレンズ  278,963    270,996   

恋愛結婚  159,946    178,864   

オンラインゲーム  258,085    103,254   

音楽コンテンツ配信  1,541,196    1,070,406   

その他  235,049    384,964   

ブロードバンドサービス  3,727,016 44.1%  3,892,279 51.6% 

Ｅコマース  88,595 1.0%  22,826 0.3% 

その他  217,626 2.6%  298,951 4.0% 

合計  8,453,102 100.0%  7,539,084 100.0% 

区分 

前第３四半期連結会計期間

（自 平成21年10月１日 

  至 平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間

（自 平成22年10月１日 

  至 平成22年12月31日） 

金額（千円） 構成比（％）  金額（千円） 構成比（％） 

広告  631,799 22.5%  506,196 19.6% 

課金コンテンツサービス  836,152 29.8%  669,236  26.0% 

フレンズ  89,269    88,484   

恋愛結婚  56,634    64,015   

オンラインゲーム  99,685    33,083   

音楽コンテンツ配信  500,006    333,324   

その他  90,556    150,328   

ブロードバンドサービス  1,259,878 44.9%  1,269,438 49.2% 

Ｅコマース  4,723 0.2%  9,694  0.4% 

その他  71,336 2.6%  123,663  4.8% 

合計  2,803,890 100.0%  2,578,229  100.0% 



（２）販売費及び一般管理費の明細 

 ① 四半期連結累計期間 

  

 ② 四半期連結会計期間 

  

  

区分 

前第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 

  至 平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自 平成22年４月１日 

  至 平成22年12月31日） 

金額（千円） 金額（千円） 

広告宣伝費  39,185  16,274

販売手数料  198,174  113,173

販売促進費  127,604  32,497

業務提携料  196,046  234,686

ロイヤリティ  151,721  158,015

人件費  1,425,472  1,102,182

業務委託費  542,818  706,741

減価償却費  33,029  23,999

ソフトウェア償却費  37,835  27,285

のれん償却額  2,671  －

事務所家賃  185,266  141,070

その他  325,889  182,265

合計  3,265,715  2,738,192

区分 

前第３四半期連結会計期間

（自 平成21年10月１日 

  至 平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間

（自 平成22年10月１日 

  至 平成22年12月31日） 

金額（千円） 金額（千円） 

広告宣伝費  16,895  2,647

販売手数料  64,699  52,084

販売促進費  73,016  12,456

業務提携料  69,504  80,659

ロイヤリティ  50,355  56,985

人件費  482,306  361,179

業務委託費  178,055  212,703

減価償却費  12,560  7,788

ソフトウェア償却費  16,797  6,843

のれん償却額  890  －

事務所家賃  59,302  27,663

その他  93,894  57,327

合計  1,118,276  878,338
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